ちば・まち・デザイン協議チェックシート
【計画段階協議～土地利用制限の緩和や補助事業の活用～】

	チェック項目

	計画地の状況・事業テーマなど

	· 「ちば・まち・ビジョン」や「千葉市景観計画」において、関わりのあるエリアやゾーンに○を記入して下さい。

	都市を構成する要所（ツボ）となるエリア

	（都川沿川、花見川沿川、鹿島川沿川、幕張新都心、蘇我副都心、稲毛・海浜、
モノレール沿線、外房線沿線）

	景観ゾーン

	（うみ、まち、さと、幕張新都心、蘇我副都心、幹線道路沿道、河川周辺）

	

	· 計画地と周辺の地域特性をどのように捉えていますか。

	計画地と計画地周辺の景観資源・要素には何があるか。

	

	

	

	計画地周辺の立地条件や生活、歴史などの地域特性にはどのようなものがあるか。

	

	

	

	計画地の見え方（周辺からの見え方、計画地からの眺望）にはどのような特性があるか。

	

	

	

	· 計画地周辺のまちづくりの課題をどのように捉えていますか。
（オープンスペースの確保、歩行者空間のネットワークの形成、緑化、防災、交通、公害、福祉など、様々な視点から）

	

	

	

	· 計画地周辺のまちづくりの方向性や地域特性を踏まえた上で、事業における主要なテーマ、コンセプト、特徴について、どのように設定していますか。また、建物用途についてはどのように設定していますか。
（周辺の自然環境との調和、個性ある拠点景観の形成、海際の新しい魅力づくり、風格ある街並みの表情づくりなど）

	

	

	

	

	整備イメージについて

	· 緑や水辺、地形に対する配慮として、計画地や計画地周辺の既存資源（緑や水辺、地形の起伏など）をどのように活用したいと考えていますか。また、自然環境との共生について、どのように配慮する予定ですか。
（既存緑地の保全、大規模な擁壁を設けない、雨水浸透、屋上や壁面の緑化など）

	

	

	

	· 歴史特性や歴史資源に対する配慮として、計画地周辺の歴史的な資源についてどのような配慮をする予定ですか。
（デザインや形態の調和を図る、緩衝的な機能を持つ緑地を設けることで影響を緩和するなど）

	

	

	· 街並みや立地特性に対する配慮として、周辺の既存施設との関係で、景観としての一体感をどのような方法でつくろうと考えていますか。
（スケール感の統一、共通のデザインの導入、オープンスペースの取り方、色彩の調和、境界部のつながりなど）

	

	

	

	· 利用者や計画地周辺を歩く人々にうるおいやゆとりを与えるため、どのような工夫をしようと考えていますか。
（オープンスペースの確保、圧迫感等の緩和、ベンチの設置、隣接地の緑地や周辺の街路樹などとのつながりを意識した緑の整備など）

	

	

	

	· 計画地の夜間景観はどのように考えていますか。また、季節感をどのように演出しようと考えていますか。

	

	

	· ハードの質を持続させる維持管理について、どのような配慮をする予定ですか。
（耐用性や汎用性のある材料の選択、植生に配慮した緑化など）
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